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（市会改革推進委員会資料）

平成２５年２月

議会基本条例骨子対照表（２／２０時点）

○ 前文

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

前文

１ 京都市について

① 京都市は，悠久の歴史と文化，伝統，多様な産

業が息づく我が国の財産というべき都市である。

伝統産業や先端産業が共存し，多くの学生が学

び，多世代が交流し，世界の人々を魅了する「文

化の首都」でもある。

２ 京都市の歴史・沿革

① 殊に，ここ京都のまちは，長年にわたる京都特

有の自治の伝統を引き継いでいる。例えば，明治

期には，上京，下京のそれぞれに番組（学区）が

置かれ，町衆の寄付等により，番組ごとに小学校

が設立された。当時の小学校区は，現在も「元学

区」と呼ばれ，京都独自の地域住民の自治の単位

として機能している。

② また，市域の拡大に伴い，地域特有の文化を育

みながら，１１行政区から構成される現在の京都

市の姿となった。

３ 京都市会の歴史

① このような京都特有の自治の下，京都市会は，

市制施行後の明治２２年（１８８９年）６月１４

日に，第１回の会議を開き，以後，議決機関とし

てその役割を果たしてきた。

４ 京都市会の市会改革の取組

① 京都市会は，これまで市会改革に積極的に取り

組んできた。

５ 京都市議会基本条例の制定の必要性・決意

① これまでの取組や改革の成果を確かなものと

し，地方自治の本旨の実現を目指す。

（意見）

・ 「京都市会の基本理念」が既に合意されたものと

してある以上，「京都市会の基本理念」を条例の「前

文」に盛り込む必要はない。

・ 「京都市会の基本理念」の内容は，条例に盛り込

むべき。
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② 市民の負託にこたえていくことを決意し，条例

を制定する。
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○ 総則

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第１ 総則

１ 条例の目的

① 二元代表制の下，合議制の機関である議会の役

割を明らかにする。

② 議会に関する基本的な事項を定める。

③ 市民の負託にこたえ，市民福祉の向上及び市勢

の発展に資する。

２ 基本理念

① 京都市会は，長年にわたる京都特有の自治の伝

統を引き継ぐまち・京都において，「地方自治の本

旨」に基づく京都ならではの地方自治を実現する。

② 日本国憲法は，地方公共団体の組織及び運営に関

する事項は，「地方自治の本旨」に基づいて，法律で

これを定めることとし，これを受けて，地方自治法

は，地方公共団体の組織及び運営に関する事項の大

綱等を定めている。

③ 「地方自治の本旨」とは，地方の行政は原則とし

て地方の住民自らの意思と責任において行われるこ

と（住民自治）と，地方の行政は国から独立した法

人格を持つ地方公共団体によって自主的に行われる

べきこと（団体自治）である。

（意見）

・ ②と③の文章は，地方自治を説明している部分で

あり，骨子に残す必要はないのではないか。

・ ②と③の文章は，表現方法を変えて骨子に盛り込

むべき。
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○ 議会の活動原則

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第２ 議会の活動原則

１ 議会の位置付け

① 議員と市長とは，共に市民により直接選挙さ

れる「市民の代表」であるが，単独で権限を行

使する独任制の市長に対し，議会は，広く公選

で集まった多数の議員からなる議決機関であ

る。

２ 議会の役割

① 京都市会は，民意を的確に反映・集約し，充

実した調査・研究を基に，活発な審議，討議を

行い，条例の制定や改廃などを通して，京都市

としての団体意思を決定する。

② 議会に集まる多様な意見・情報を吟味し，論

点を明確にし，集約・決定をする。その過程で

論点が社会に伝わり，世論が形成される。議会

はそれに耳を傾けながら決定する。これこそが

ポピュリズムの対極としての議会政治である。

③ 京都市会は，団体意思の決定に至るまでの過

程が市民に見える，伝わる，分かりやすい議会

運営に努める。

３ 議会改革

① 京都市会は，不断に市会改革に取り組むもの

とする。

第２ 議会の位置付けと役割

１ 議会の位置付け

① 議員と市長とは，共に市民により直接選挙さ

れる「市民の代表」であるが，単独で権限を行

使する市長に対し，議会は，広く公選で集まっ

た多数の議員からなる議決機関である。

２ 議会の役割

① 京都市会は，民意を的確に反映・集約し，充

実した調査・研究を基に，活発な審議，討議を

行い，論点を明確にし，条例の制定や改廃など

を通して，京都市としての団体意思を決定する。

② 京都市会は，団体意思の決定に至るまでの過

程が市民に見える，伝わる，分かりやすい議会

運営に努める。

３ 議会改革

① 京都市会は，不断に市会改革に取り組むもの

とする。
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○ 議員の活動原則

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第３ 議員の活動原則

１ 議員の使命

① 議員は，市民を代表し，京都市会を構成する

一員として，議会活動を通じて市民の負託にこ

たえることを使命とする。

２ 政治倫理

① 議員は，議決責任を深く認識するとともに，

市民の範となるよう努めなければならない。

② 別に条例で定めている。

【参考】「京都市会議員政治倫理条例」

３ 会派

① 議員は，二人以上で会派を結成することがで

きる。

② 会派は，議会の合意形成等において重要な役

割を担う。

第３ 議員の位置付けと役割

１ 議員の使命

① 議員は，市民を代表し，京都市会を構成する

一員として，議会活動を通じて市民の負託にこ

たえることを使命とする。

２ 政治倫理

① 議員は，議決責任を深く認識するとともに，

市民の範となるよう努めなければならない。

② 別に条例で定めている。

３ 会派

① 議員は，二人以上で会派を結成することがで

きる。

② 会派は，議員の活動を支援するとともに，政

策の立案・提言及び議案等の審議・審査のため

に調査研究を行う。

③ 会派は，会派間で相互に協議・調整を行い，

円滑かつ効果的・効率的な議会運営を図る。
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○ 市民と議会との関係

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第４ 市民と議会との関係

１ 市民との関係の構築

① 京都市会は，「市民の代表としての京都市会」，

「市民と共に行動する京都市会」として，市民

と京都市会との関係を構築していく。

２ 市民との情報共有・市民の参画の機会の充実

① 京都市会は，京都市政を担う一翼として，主

権者である市民が主体となり，市民自らの意思

と責任において行われる住民自治の充実に向け

て，より一層の市民との情報共有や市民の参画

の機会を充実させる。

３ 請願・陳情の取扱

① 請願の紹介議員よる趣旨説明について，積極

的な活用を図る。

紹介議員による請願趣旨説明

４ 公聴会・参考人制度の活用

① 公聴会・参考人招致については，制度の趣旨

をしっかりと認識し，積極活用に向けて取り組

む

重要議案に対する公聴会の開催，参考人制度

の積極活用

５ 情報の公開

① 議会の会議等で用いた資料は，原則公開する。

【検討留保】議案説明資料のホームページへ

の掲載

② 会議等の日程，議題等を事前に市民に周知す

る。

【検討留保】代表質問項目の事前公表

６ 傍聴

① 本会議及び委員会は，傍聴，インターネット

の利用その他の方法での公開に努める。

② 委員会について，より臨場感が伝わり，その

場で市民の意見を聴くことが可能となるので，

直接傍聴を推進する。物理的な条件が課題であ

れば，定員を設けて実施することを検討する。

③ 委員会について，実質的な政策意思決定・審

議の場を伝えるために，できるだけ経費をかけ

ない工夫が必要だが，ネット中継を推進する。

第４ 市民と議会との関係

１ 市民との関係の構築

① 京都市会は，「市民の代表としての京都市会」，

「市民と共に行動する京都市会」として，市民

と京都市会との関係を構築していく。

２ 市民との情報共有・市民の参画の機会の充実

① 京都市会は，京都市政を担う一翼として，主

権者である市民が主体となり，市民自らの意思

と責任において行われる住民自治の充実に向け

て，より一層の市民との情報共有や市民の参画

の機会を充実させる。

３ 請願・陳情の取扱

① 請願の紹介議員よる趣旨説明について，積極

的な活用を図る。

４ 公聴会・参考人制度の活用

① 公聴会・参考人招致については，制度の趣旨

をしっかりと認識し，積極活用に向けて取り組

む

５ 情報の公開

① 議会の会議等で用いた資料は，原則公開する。

② 会議等の日程，議題等を事前に市民に周知す

る。

６ 傍聴

① 本会議及び委員会は，傍聴，インターネット

の利用その他の方法での公開に努める。

② 委員会について，より臨場感が伝わり，その

場で市民の意見を聴くことが可能となるので，

直接傍聴を推進する。物理的な条件が課題であ

れば，定員を設けて実施することを検討する。

③ 委員会について，実質的な政策意思決定・審

議の場を伝えるために，できるだけ経費をかけ

ない工夫が必要だが，ネット中継を推進する。
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【検討留保】委員会の直接傍聴，委員会のネ

ット中継

④ 市民が傍聴しやすい環境の整備に努める。

傍聴者への質問項目の配布

委員会の傍聴希望者への審査内容の事前告知

委員会モニター視聴者への資料提供の在り方

７ 広報の充実

① 「市会だより」や「市会ホームページ」を充

実させる。

② 多様な広報手段を活用し，議会活動に関する

情報を積極的に公開し，発信する。

議会の新たな情報発信

③ 議長，副議長，委員長による情報発信

【検討留保】議長等による議会活動・委員会

活動の情報発信

８ 広聴の充実

① 市民の意見を審査等に反映させるため，広聴

の充実に努める。

９ 議会報告会・意見聴取会

① 議会として，議会での意思決定について，プ

ロセスも含めて市民に伝える場として，また議

会の活動に市民が関わる場として設定する。

【検討留保】議会報告会，意見聴取会等の実施

10 政策討論会

【検討留保】政策討論会の実施

④ 市民が傍聴しやすい環境の整備に努める。

７ 広報の充実

① 「市会だより」や「市会ホームページ」を充

実させる。

② 多様な広報手段を活用し，議会活動に関する

情報を積極的に公開し，発信する。

８ 広聴の充実

① 市民の意見を審査等に反映させるため，広聴

の充実に努める。

②③については，委員会の直接傍聴とネット中継の

拡大の試行実施が予定されていることを踏まえ，検討

中のものとして，このままの文章で残す。

「９ 議会報告会・意見聴取会」について，骨子の

段階では，次の２点を両論併記とする。

・ ①の文章の文末を「設定することができる。」とす

る。

・ 骨子から削除する。
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○ 市長等の執行機関と議会との関係

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第５ 市長等の執行機関と議会との関係

１ 市長との関係

① 京都市会は，二元代表制の下，市長と相互に

対等な立場で適切な緊張関係を保ちながら，市

政を運営していく。

２ 監視機能

① 京都市会は，市長等の執行機関に対する監視

機能を充実し，強化しなければならない。

３ 政策立案・政策提案

① 京都市会は，民意を反映する議会の特色をい

かして，執行機関では成し得ない政策立案・政

策提案を活発に行い，執行機関と京都市会との

議論を通じてより良い政策・施策の実現に努め

る。

４ 議決事件

① 別に条例で定めている。

【参考】京都市会の議決に付すべき事件等に

関する条例

第５ 市長等の執行機関と議会との関係

１ 市長との関係

① 京都市会は，二元代表制の下，市長と相互に

対等な立場で適切な緊張関係を保ちながら，市

政を運営していく。

２ 監視機能

① 京都市会は，市長等の執行機関に対する監視

機能を充実し，強化しなければならない。

３ 政策立案・政策提案

① 京都市会は，民意を反映する議会の特色をい

かして，執行機関では成し得ない政策立案・政

策提案を活発に行い，執行機関と京都市会との

議論を通じてより良い政策・施策の実現に努め

る。

４ 議決事件

① 別に条例で定めている。
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○ 議会運営の原則等

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第６ 議会運営の原則等

１ 会期

① 議会活動の公正性・透明性の確保や，議員間

又は執行機関と議員との活発な討議の実施の観

点から必要な審議日数を確保する。

【検討留保】弾力的な会期設定

※ 通年議会を導入するかではなく，会期

制とすることの意義から検討することが

可能である。（9/13 学識者意見聴取）

【検討留保】休日・夜間議会の開催

２ 委員会活動

① 正副委員長は，公平，公正かつ円滑な委員会

活動と委員会運営に努める。

正副委員長による委員会運営

② 委員会での審議等においては，委員長の議事

整理権のもと，議員間討議を充実させる。

③ 議員間討議の重要な役割として，論点の発見

と公開がある。

議員間討議の充実

④ 委員会は，研究が必要な事項の有無を議論し，

執行機関への積極的な政策提案を行う。

委員会から執行機関への政策提案

⑤ 常任委員会の交代制

【検討留保】常任委員会の交代制

２ 委員会活動

① 正副委員長は，公平，公正かつ円滑な委員会

活動と委員会運営に努める。

② 委員会での審議等においては，委員長の議事

整理権のもと，議員間討議を充実させる。

③ 議員間討議の重要な役割として，論点の発見

と公開がある。

④ 委員会は，研究が必要な事項の有無を議論し，

執行機関への積極的な政策提案を行う。

【検討事項】

○ 会期について，委員会で改めて検討する。

（主な意見）

・ 通年議会が望ましい。

・ 現行どおりの会期でよい。

○ 骨子の文章については，会期についての検討が進

んだ段階で検討する。

（主な意見）

・ 委員長案どおりでよい。

・ 「議会活動の公正性・透明性の確保や，」の後ろに

「市民への説明責任」という文言を加えてはどうか。

【検討事項】

実施の有無について，委員会で改めて検討する。

（主な意見）

・ 費用の割に効果が見込まれない。

・ ネット中継の充実が優先である。

・ 試行実施してはどうか。（本会議の代表質問を対象

とする。）
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３ 会議等における質疑応答

① 本会議における一問一答方式

【検討留保】本会議場における市民に分かり

やすい質疑の在り方

② 執行機関は，議員の質問に対し，論点・争点

を明確にするため，質問の趣旨を確認すること

ができる。

③ 反問権と政策情報の確保を一体のものとして

運用し，政策情報を共有して対等に議論する。

執行機関に対する反問権・質問趣旨確認権の

付与

３ 会議等における質疑応答

② 執行機関は，議員の質問に対し，論点・争点

を明確にするため，質問の趣旨を確認すること

ができる。

【検討事項】

実施の有無について，委員会で改めて検討する。

（主な意見）

・ 現状どおりでよい。

・ 一問一答方式を選択制で導入すべき。

・ 一問一答方式を導入する場合，現在の議場のレイ

アウトで実施できるのか。

・ 一問一答方式を導入する場合，質問のルール作り

をする必要がある。

【検討事項】

③の文章について，削除するかどうか。
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○ 議会の権能強化

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第７ 議会の権能強化

１ 専門的知見の活用

① 議案の審査等においては，学識経験者等の専

門的知見を積極的に活用する

専門的知見の活用

２ 調査機関・附属機関の設置

① 議会活動に関し，必要があると認めるときは，

学識経験を有する者等で構成する調査機関や附

属機関を設置することができる。

外部の有識者からなる附属機関，調査機関等

の設置

３ 政策研究会等の設置

① 議会の調査研究機能，政策形成機能を積極的

に発揮するため，必要に応じて各会派の代表に

よる政策研究会を設置する。

超党派の政策研究会の設置

４ 他都市議会との連携

① 必要に応じて，他都市議会との連携に積極的

に取り組む。

他都市議会との連携の強化

５ 政務活動費（旧 政務調査費）

① 会派及び議員は，政務活動費を活用して，調

査研究活動を行い，議会活動の充実強化に努め

る。

② 別に条例で定めている。

【参考】京都市政務調査費の交付に関する条例

６ 市会事務局

① 議員の活動を補佐し，議会活動を円滑かつ効

率的に行うため，事務局の調査及び法制機能の

充実を図る。

７ 市会図書室

第７ 議会の権能強化

５ 政務活動費（旧 政務調査費）

① 会派及び議員は，政務活動費を活用して，調

査研究活動を行い，議会活動の充実強化に努め

る。

② 別に条例で定めている。

６ 市会事務局

① 議員の活動を補佐し，議会活動を円滑かつ効

率的に行うため，事務局の調査及び法制機能の

充実を図る。

７ 市会図書室

【検討事項】

「１」から「４」までのそれぞれに，実施に当たっ

ては，①議会の主体性を確保すること，②市会運営委

員会などで確認することの２点を盛り込むべきとの意

見があった。提案会派からこれらを前提として確認で

きれば文言を盛り込まなくてよいとの発言があったこ

とを受けて，①，②を共通認識とするかどうか。

（意見）

・ 議会の主体性を確保することは当然であり，また，

市会運営委員会などでの合意については努力すると

して，文言の追加は不要。



12

① 議員の調査研究に資するため，図書室を適正

に管理運営するとともに，機能の充実を図る。

① 議員の調査研究に資するため，図書室を適正

に管理運営するとともに，機能の充実を図る。
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○ 議員定数・議員報酬等

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第８ 議員定数・議員報酬等

１ 議員の定数

① 別に条例で定めている。

【参考】京都市会議員の定数及び各選挙区に

おいて選挙すべき市会議員の数に関

する条例

２ 議員報酬及び期末手当

① 別に条例で定めている。

【参考】京都市会の議員報酬，費用弁償及び

期末手当の支給に関する条例

第８ 議員定数・議員報酬等

１ 議員の定数

① 別に条例で定めている。

２ 議員報酬及び期末手当

① 別に条例で定めている。
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○ 補則

委員長骨子案

（網掛けの枠内は部会で検討すべきとされた内容など）

確認済みの骨子案［下線部は修正された箇所］

（網掛けの枠内は部会で合意された内容など）

第９ 補則

１ 他の条例等との関係

２ 条例の見直し

第９ 補則

１ 他の条例等との関係

２ 条例の見直し


